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　　　　　　　　　　　　　　1P要　　旨

　高知縣東南部安藝　　奈牛利　　室戸に亘る海岸地域

を構成してい1中生．暦の上に鮮新暦が数ヵ所扇形に分布

している。この鮮新暦中に賦存する亜炭の分布・炭質・炭

量等を解明する目的で，こ．の地区の地質調査並に炭砿の

坑内調査を施行した。其の結果当地区の鹸は鮮新暦の』

比較的下部に介在し其の炭質は稼行炭暦の上孚部が木質

亜炭で，下牟部が炭質蝦であ．り，その炭量は奈孚利炭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

鉱附近に約10万殖あることカご判明したlo

　調査地の鮮新暦は西方から穴内・伊尾木・唐浜・北張・千

謡・奈牛利及び登の各弛区に分れて点在するが，亜炭暦は

穴内・奈孚利・登の三地区にだけ発達していゐ。奈牛利地

●

●



一

、区には亜炭層が三厨あるが，そめ5ち稼行に耐えるもの．1
’
は
最 下位の一厨で，奈孚利炭砿でこれを稼行している。

其の炭暦は摩さ1．4m内外で挾みも少く稼行し易い。な

：お当炭鉱の深部に対しては試錐探炭が必要である。

　　　　一2．麟i員，精度，翻間

　班員　㌧『・按宮　　稻井．信一雄

　　　　　技嘗　河野迫也
　　　　　雇員　木一野義人・　．　、’
　精度　　　　五万分ノ憎　　概査

鰍 呈羅鵜鱗坤
　　　　，3・位置・匪域，交逼

継区域鵬知縣安郵安藝町か嚇岸！錯つ煉南・

方室戸に至る約30km2の区域で，現稼行炭砿は安藝町

の西方3kmの穴内炭砿及び安藝町η南東方20kmの奈

牛利町六本松にある奈牛利炭砿の二つである。

i土讃線御冤駅で蜜藝線に乗換え絡点安藝駅矯下車しこ

　　　　㌧

れから海岸に滑う國道を乗合自動車で奈牛利炭砿山元に

痒することが出来るかウ，交通は煙利である。

穴内炭鉱は安藝線穴内駅の西方1kmにある。う

　　　　　4。地　質　　　，・
a・層　序
本地域の暦序は下記の様に総括が出来る。

時・代隣名鵬岩 質

洪露鵬臨堆灘旨・縢砂粘土P

鮮新暦．

中生暦

唐浜暦

室戸暦
吉良川暦

奈牛利川暦

宋藝川暦

、。。礫巻腸

　頁岩

頁岩，砂岩

頁岩，砂岩

砂岩，頁愚礫岩

砂岩・、頁岩

備考

亜炭，・

タ化石
を含む

中生層　安藝川層と奈孚利川暦との接触するところは

　　　　　　　　　　／

1
．
轟

高知縣＼
　とね　ドヤぬ
り’　＼蟻蕨，

／i噸鐘、／

　　　　榊31
　士　佐　湾F
　　　　　吉良川

、
／

㌧

室戸岬・

娑　安

　　　　　　卜

気

「

巨ヨEコ匿ヨ巨…ヨ匿コ団、騒1甕1匿…
洪積層　段丘堆積　唐浜層　　貢岩　　砂岩　　礁宕　　頁岩　　砂宕　　砂岩

鮮新層　　　　吉良川層・

　　臼
　　　モ／　F　　／　　　 ＠　．

　　　メ走向傾斜　　　　　断屠　　　　亀介化石産地

奈半利川層一・鑓川層

o　　　　～　3　4’　脚

、馨畿、

　　　　　　　　も
　　　　糊

第1図　奈牛利炭田地質歯
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＼

捗尾木部落西方であるが，両者の聞には不整含面を早出

ずことが出来なかつた。然レ後者の岩質億前者の岩質≧

“異り，砂岩が著しく石英質であり，且づ礫岩質であるか

・ら両厨の関係は必ずしも一蓮ではなかつたことを示して

いみようである6奈孚利川・吉良川・室戸暦の関係は連続

的で只岩質が下位から上位へ砂岩より泥岩に次第に変化

しているQ師ち奈牛利川暦中に発蓬している砂岩が吉良

川暦に於いては砂岩及び頁岩の互暦となり室戸暦に至う

ては殆ど頁岩のみとなつている。

　之等各暦は複維に溜曲をしていてその解萌に苦しむも

、めがある（地質学維誌54巻638号，土佐國奈牛利室戸地

方の地質，深田淳夫）

　唐濫麿　複維にもめた中生暦の上に不整合に第三紀鮮

新暦がのつている。之が所謂爽炭第三紀層として知られ1

ている唐浜暦で地区の西方から穴内・伊尾木濟浜・北張・

千編・奈牛利・登等に点々と扇形に分布している。その厚

さは100mである。岩石は主として砂岩及び礫岩から成

り，下位から上位に至るに從つて礫岩が多くなる。礫岩

中の礫は小豆大乃至蜜柑大のものが多い。

　砂岩は介化石及び有孔虫を含有するがこれ等の化石に

　　　　　　　　ら就いてはなお研究中である。

　埋木及び亜炭は本暦中の頁岩層に介在ずる。』

　・段髭堆積暦唐浜層の上に不整含に厚さ10m前後の

礫暦が分布していを。礫は蜜嶺天乃至南帆大のものが多

く，一般には硬砂岩及び粘板岩の礫が多いが，稀に結晶

片岩の礫もあるQ本層は段丘地形を呈し海抜100m前

後の山腹及び台地上に見られるo叉本層は海岸線こ滑い

．唐浜暦或ば中生暦を不整合に被覆して点綴している。

　　bl地質構造
　室戸層以下の中生暦は部分的’に極もて複薙な摺曲叉ほ

断暦を繰り返している様であるが，大体の走向は北300

東，傾斜65。東で前記の様な暦序を示し，全体としてに

輩斜構洗葱しているoこの上に堆積した唐浜層は走向』南

．北，・傾斜1GO～200西で箪斜構邉をしているように・地表

より観察されるが，本屠は元来湾内或は潟の中に静かに，

堆積した滑岸堆積暦で，上昇蓮動以外の摺曲及び断暦蓮

動等は殆ど受けていないので，もし地暦が連続的に露出

しておれば・・走向1よ旧海岸線に・傾斜は基盤面（不整含

面）に略々干行しているべきである。・然し現在の地形で

は，旧湾の西部に堆積した唐浜層は翫に削剥されて沖積

暦下に没している事が多いので，地表では観察し難い。

現在本暦が海に向つて扇形に点々と分布しているのは，

・かつて旧湾が現海i岸線に滑つ宅多数存在したためそあ

・り，叉唐浜暦の厨序が各地毎に異つているのは旧湾に流

・入していた河川の系統氷各々異つていただめであろ5

が・本麟に鵬勝発達していないので・これ剛1口

　　　1

堆積物と云うよりむしろ静かな湾或は潟の況積悔と云つ

た方がよかろうσ

　本暦中には一見南北軸の極くゆるい背斜及び向斜を示、

して）・るようなところもあるが，’之は摺曲作用によつて

二次的に発生した構造で嫡なく，沈積当時の基盤面の傾・

諏左穏麺生じ窄御嚇激あろ弓・地表面で
は中生暦に接近してい弓（不整合線に接近している）唐浜

層は傾斜が梢々急であるが，これは小さな湾或は潟・湖

沼・堆積物の一つの特徴である。なお唐浜暦中には顯著

な・断暦はみられない。

　　　　　　　5．亜炭賦霧購況
　亜炭暦は唐浜暦の比較的下部に購存レ主として頁岩層

中ビ介在するが，場所によつて厚薄の差がある。灰炭暦

は前記のような所に点在しているが，このうち稼行慣値

のある亜表を來有していう箇所ほ，森牛利町六本松附導

のみで，穴内及び登では亜炭暦は薄層であるから7稼行

し得るか否か疑わしいo

　奈孚利炭鉱には主要炭暦が三層あるが，上層は六本松

製塩工場東側に露頭蠣し，その厚さは40伽であり・’

中厨は鉱区の北部に露頭を顯しているが，稼行現場附近

　　　　　　　　　　　　　　　　，にはその延暦先がいまだ発見されていないQ、中暦の零頭

の炭丈は1G－20叫しかないので，あ勧期待できな％

　下暦（現暢では本暦と呼んでいる）は現在稼行中のもの

で炭丈蟹m，走向北一10。ザ東，傾斜20。西の黙態で水

準面以下によく発遽している。この下暦の下に直接して

’厚さ1．3’）2．0皿の炭質頁岩があり，この中にも木質亜

炭が含まれているが，その量は少ない。『

　穴内の蝦幡頭附近が搬され耀度で1．そ嚇態
は明でないが，前者同様不整含線近くでは稽々傾斜が急

になつている檬であるみ露頭の炭暦の厚さは40c血であ

つて，傾斜方向に厚さは釦omで然かも軍暦であるが
　　　　ミら，余り多くは望めない。

　　　　　　　6．、炭　質
　楽雫利炭蹟

　木質亜炭・炭質亜炭の二種に分けられる。溌暦中黍質

亜炭は上盤寄りに多く，その量は炭丈の三分⑫一を占め

ているo

　木質亜炭借火良，褐色，光沢なし，年輪がみえる。

　獺蝦，着火禅島黒雛光漁レ不規欺
　　　　　塊Q
　用途’製塩‘混炭，家庭用（香川，・徳島，方薗に販費）

　亭均資料の分析　（大阪配炭局採集分析、

　　水分　　　　友分，　　カロリ伸

・
、

■2・27％　、15・38％　4・405

　穴内炭簸　　　　　　　　　　　　　　　　・
’木質亜炭　養火良，褐色，其り他前者と余り差違はな
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　　　　　　　　　　，　　　　◎
　　　いo
用途　コーライト（目下山元で製造中ン
　　　　　　　　　　　　　．”
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　　　　　　　　　　　　（奈孚利）

　　　　　第乳図地質柱朕図

　　　　　　，咳 ：炭、量

現在迄の探炭状態で炭量計算可能なものは奈孚利炭砿

附近のみであるo

、排水準以下、220血迄（排水準以上は採掘済み）．

　　、李面積　’　　56，000m2

　　　傾科　　1209
　　　奉均厚さ．1　甲逸・4皿

　　　　　　　　　　　ノ　　　比重’　『1β　　，勲

　　　理論炭量，・108・OQQt．

　　　　　　　8．結　　語
翫
．

当地区g來炭層は中隼層の上犀不整合にのつてい

て、・侵蝕のだめ削られた部分も多㌧．・が・海岸線に滑つて

所々に扇形に，分布しているo

b．奈牛利炭砿附近では走向は梢々南北，傾斜は西へ

廼2・◎で効力も噺によつて濁武傾斜を示していぢ

ところもある。

　α　炭厨は木質車嶽び淡質亜炭で一暦乃至三層が來

炭層中に禿蓬しているo鵯．

　4・現在稼行中の奈牛利炭砿の埋藏量雄108・000漣と・

計算されたo．　・　F　・

　e。他弛区には見るべき’炭厨はない。

　　　　　　（鰍）浸蹟概論

1◎炭砿名’

　駈在地
　鉱区番号F

　面　積
　鉱業権者

　資本金
2。出炭高

奈牛利炭砿

高知縣安藝郡奈牛利町天本松

高知縣採掘59号，試掘3009号

採掘翅0，745坪，試掘675，200坪

大栄炭砿株式会冠：

100万円

実績　昭和2一年958臨，22年7，636

漣，23年10，108薙
計画　24年20，eoO踵，125年25，ρ00

漣

　　　從業、員、

　　　　　　坑内　　坑外　’計ド

　　　　男72人　瑠人　95広
　　『！女 9》　　14　　14．
3◎主要坑道

　　　　　　　加背　　『F延長1
通洞坑（水準）2・5m×2m250m
第繭斜坑（傾斜18。）3×1r8117m（400m準延長の予定）

第三斜坑（傾斜180）265×L870、nC〃　　’，“　）

二番堪（水平）　　2・3×1・880血（片盤押坑道）・

坑道は凡て末口6寸，内外の松坑木を使用して三つ留

　　　　　　　　　　　　　　　　　　もにて枠組をなし，天盤及び側壁は荒目の矢木かけがして

ある。

　　　　　　　　　　　　　　　．，、
40採炭法
不規則な残桂式，一日の採炭高一人当1．8殖，採炭の

場合，木質があるわめねば勢が強い。

59設備
』炭車　15台
軌　條　　（主要坑導及び坑口より選鉱場迄敷設）

捲揚機　3台一
トラツク9台

獅筒　　4台　内2台は予備
扇風機’、

1

‘
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　　流し　万石
　　建　物』・事務所，・貯炭場，選炭場，倉庫，浴場，亀住

　　　・身・　宅（な棟），製材所

’　　　60将来の計画’

　　’第」斜坑，第三斜坑を400m迄延長して下底方面の

　　開発をすると共に，上暦露頭附近よ㌔り・下底に向つて斜

　　坑を匪i墾して排水通気，蓮搬の便を計るo将来は月産

　　駕OGO漣とするため，一部機械掘をする計画がわる。

70意　見
当、炭砿ほユ0万確程度の炭量をもち，炭丈も採炭し易’

い條件にあると思われる。機械設備によつて短期間に探．

炭しよ5とする爲に橘その場合亜炭であるから，採算』

的橿値に就いては炭砿の立弛條件は具備されているか

、ら，・経営を合理化すれば，佳良な炭砿となろうQ亜炭層

の潔け部探炭⑫ため試錐を行う必要がある　　　　　　、

　　　　　　　　　（昭和怨年6月）．、

●

553．94：550． 8（552・2）

『矢草麦田牛深地区概査
　　　　　　　　　　．一　　高井保明

　　　　　　　　　R6sum6』3

　　　Pre撫鞭in躍y・R鐙o酋o量盆e¢o豊壺瀬sぬRce

　　　　　s麗vey惣U曲董b慮我：臨重ri碗，
　　　　　　　A溢a］k賦s統Co我L最e亙d

　　　　　「ノ・　　、　By
　　　　　　　　Y9乱きua，ki　T鳥kai　、

　　　　・lnU＄hlbuk劉dis右rict・fAm＆kusa，C・筑1

　　　五eld，施ereexp・se伽五veE・ce耳ef・r螂i・ns

　　　Wあ量C難arearrangedf・rthreegr・ぜpS，namely

　、　Mir・ku幽H・nd・gr．我ndS＆kaseg乱w＆gr・

　　ドf脚、b・t卿右・右・P・The翠red・ubles蹄
　　　clinalsむructures我ndmany蜘1亡s．噂TheT・一

　　　玉shi£（）rm翫tiongo漁i取忌theむwoworkable
　　　、c・al－seamswhicぬ翫recalled“Ni－sh亀ku－s6”

　　　and‘‘San、sh乳ku－sδ”．

　　　　Thec・脇1・ftbe磁ricもisr＆n圓右・se叫
　　　anthr盆ci右e。　Reserves　o重　もhe　two　co泓1・seams

　　　脚esもima亡ed駄sfo呈10、彫s：

　　　　Posiもivereserves－7．200、000metrictons．戸
　　　　Probable　reservesI　7．800．000　・”　　　，，

　　　ρPossiblereserves140，000，000　，，　，，
　　　The　reserves　o蚕　coa，1i簸右ねe　souむh贈、vestern　area，　．

　　　of　Us短buk昂一M＆⑳i勘e　estimaむed　as　fgllows一：

　　　　Po就ivereserves　150．000metrictons．
　　　・Prob統blereser∀es　230．000　，，　，♪

　　　　Poβ8ible　reserves　9，600，000　　，7．　”
　少　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 管

　　　　　　い
　　　　　一1。要　旨

昭和22年＄月及び10月の2回に亘り’，合計約40日間・

熊本縣天草郡下島g天草炭田牛深地区の概査を行つた◎

本地域を構成する地質系統は，古第鳶系始新統を主と

し，小区域に第四系が分布している・　．

．本地域は略々中央部を北々東一南々西に走る主軸を

原田種成「
有する複向斜構遣を示し，断暦も此の溜曲構造に俘5も　、

のが多いQ　　　　　　　　　　　　　　　・
來炭暦は砥石層のみで「三尺暦」，じ二尺層」の二枚の

　　　　　　　　　　　か稼行炭暦を來有し，何れも牛無煙炭で現在今富1魚買，

権現山，南天，牛深の弄炭砿が稼行中で南る。1

炭量は「三尺置」y『二尺層」を合計して

　　　　　　　　　　　　　＼　確定炭量　　　7，200，000屯

　推定淡量、7，800，000屯
、　予想炭量　　　葺，000，G60屯　　　『　』、

　本地域中最も将来性を認められる区域は，牛深町西南

方海底部で，「三尺層」，『二尺暦」を合計して　．　　　、

　確定炭量　　　　　150，000屯

　推定炭量　　，　230，ρ00屯

　予想炭量　　　9，6GO，000屯

　　　2．調査地，駆員，潮問，行動日程

　炭田及び地区名…・熊本縣天草炭田牛深地区，

炭種及び精度別・・一石炭概査　‘

　　　　　　　　　　　　　　　ノ“
麹
貫 …｛欝騨灘膿
期間一｛躍鑑糊覇111

　　　　　調査実日数合計389

　　　　3．位置匪域，．菱逼
　調査区域は下島め南部五射一町に亘る南北約20琴甲東

西約5kmの範囲であるQ

　南部牛深港は葦北郡水俣港及び宇土郡三角港との問に

未々一日：二回定期船の便あり，本涙港とヨ角港間にも一

日二回定期鵜の便がある。

　陸路の交通は縣道が発蓬し勘定期的に主要部落間にバ

スの便がある。・　・鳴・

　午深港一牛深炭砿間には一唱二回炭砿のヲンチが通

48




